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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

レ
ダ
開
拓
二
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催

南
北
米
福
地
開
発
協
会
は
、
プ
エ
ル
ト
・
レ
ダ
開
拓
20
周
年

を
記
念
し
、
去
る
10
月
14
日(

月
・
祝)

、
東
京
・
新
宿
の
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
、
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

20
周
年
式
典
は
一
昨
年
か
ら
計
画
さ
れ
、
昨
年
春
の
理
事
会

で
正
式
決
定
し
、
今
般
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。
式
典
の
目
的

は
、
20
年
を
経
過
し
た
今
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
総
括
し
、
新

た
な
次
元
へ
と
再
出
発
す
る
た
め
の
契
機
と
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
併
せ
て
、
当
協
会
の
特
別
会
員
は
じ
め
、
全
会
員
の

方
々
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
協
力
、
支
援
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、

さ
さ
や
か
な
懇
親
の
場
を
設
け
、
寛
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
企

画
し
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え

し
て
、
当
協
会
の
活
動
全
般
に
つ
い
て
広
く
世
に
問
う
契
機
に

し
た
い
と
い
う
試
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
試
み
を
推
し
進
め
る
た
め
に
、
20
周
年
記
念
集
の
出
版

も
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
記
念
集
は
レ
ダ
開
拓
の
提
唱
者
の
文

鮮
明
総
裁
、
韓
鶴
子
総
裁
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
と
も
に
、
レ

ダ
開
拓
の
意
義
、
活
動
全
般
の
紹
介
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の

体
験
談
や
取
り
組
み
へ
の
心
情
を
掲
載
、
当
協
会
へ
の
理
解
の

一
助
に
な
れ
ば
と
刊
行
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
元
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
駐
日
大
使
の
田
岡
功

氏
、
国
連
開
発
計
画
総
裁
顧
問
の
廣
野
良
吉
氏
を
発
起
人
に
迎

え
て
開
か
れ
ま
し
た
。

10
月
14
日
午
後
４
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
は
じ
め
に
パ
ラ
グ
ア

イ
国
歌
「
パ
ラ
グ
ア
イ
人
た
ち
よ
、
共
和
国
か
死
か
」
、
日
本

国
歌
「
君
が
代
」
が
斉
唱
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
の
辞
と
し
て
当

協
会
の
中
田
欣
宏
代
表
理
事
が
、
こ
の
日
の
式
典
開
催
ま
で
の

経
緯
と
意
義
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
発
起
人
は
じ
め
、
来
賓

の
方
々
や
出
席
者
へ
の
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
式
典
に
花
を
添
え
る
祝
歌
「
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
讃
歌
」

を
竹
之
内
美
紀
さ
ん
が
独
唱
。
そ
し
て
レ
ダ
開
拓
20
年
の
歩
み

を
紹
介
す
る
映
像
「
孝
情
と
挑
戦
の
軌
跡
」
を
上
映
。
参
加
者

は
改
め
て
レ
ダ
開
拓
の
現
状
を
理
解
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
、
日
系
人
初
の
駐
日
大
使
を
務
め
ら
れ

た
田
岡
功
氏
は
、
来
賓
と
し
て
こ
の
日
の
た
め
に
パ
ラ
グ
ア
イ

か
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
「
日
本
人
は
現
地
で
は
絶
対
的
信

頼
が
あ
る
。
パ
ラ
グ
ア
イ
の
良
い
と
こ
ろ
と
、
（
４
面
に
続
く
）

南米パラグアイ共和国、アルトパラグアイ州、プエルトレダ開拓20周年記念式典 東京・新宿 京王プラザホテル 10月14日

来賓挨拶：廣野良吉氏
国連開発計画総裁顧問

来賓挨拶：田岡功氏
元駐日パラグアイ全権大使

祝歌：竹ノ内美紀さん
「パンタナール讃歌」

開会の辞：中田欣宏 （一社）
南北米福地開発協会代表理事



今レダ基地では

パラグアイ川の水位が下がるとともに、レダのリアチョの上・中流部に広大な緑の草原が現れています。

レダは私有地。その規則を示す看板作り。 制限速度25km。ゴミ、飲酒、狩猟は禁止。

滑走路に土を盛り、均して固める工事の適期です。 発電機や車両を修理する、強力メカチーム。

タロイモの休耕田の雑草を干し草にする作業。 収穫したタロイモは、直ちに川で洗います。

タロイモの長期保存のための食品加工研究より。ピタージャの花が咲きました。

アカハシリュウキュウガモ

キエリヒメウソのカップル。

気温上昇中。

ニームの葉と花を乾燥して保存する作業。

マンゴーを鳥害から保護。



Ｑ
：
レ
ダ
到
着
時
の
印
象
は
？

Ａ
：
ま
ず
、
暑
い
こ
と
！

肌
が
焼
け
て
剥
け
ま
し
た
。
で

も
思
っ
て
い
た
以
上
に
立
派
な
建
物
が
あ
り
、
涼
し
い
エ
ア

コ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
土
地
の
面
積
に
対
し
て
人

が
少
な
い
こ
と
が
、
レ
ダ
の
第
一
印
象
で
し
た
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
担
当
し
た
こ
と
は
？

Ａ
：
到
着
早
々
、
新
人
恒
例
の
40
日
間
の
釣
り
修
行
と
Ｄ
Ｖ

Ｄ
学
習
の
後
、
パ
ク
ー
の
餌
や
り
を
２
か
月
間
、
そ
れ
か
ら

豚
の
世
話
を
今
年
３

月
か
ら
９
月
末
ま
で

の
６
か
月
間
担
当
し

ま
し
た
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
最
も
苦

心
し
た
こ
と
は
？

Ａ
：
養
殖
、
養
豚
と

も
に
、
私
に
と
っ
て

は
と
て
も
大
規
模
だ
っ

た
こ
と
で
す
。
諏
訪

さ
ん
ほ
か
、
前
任
者

た
ち
が
と
て
も
努
力

さ
れ
た
養
豚
場
で
す

が
、
さ
ら
に
よ
り
良

く
し
て
行
こ
う
と
い

う
気
持
ち
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
何
か
が

壊
れ
た
ら
直
し
、
豚

に
逃
げ
ら
れ
た
ら
探

し
て
連
れ
帰
る
の
で

す
が
、
決
ま
っ
た
仕

事
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
自
己
主

管
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
魚
や
豚
に
関
す

る
知
識
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
観

察
と
発
見
の
連
続
で

学
ん
で
行
き
ま
し
た
。

思
え
ば
、
生
き
も
の
を
相
手
に
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
魚
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
」

こ
と
、
「
相
手
の
立
場
で
考
え
る
」
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

半
年
ほ
ど
経
っ
て
、
「
神
の
立
場
に
立
っ
て
」
ど
ん
な
思
い

で
創
造
し
た
か
を
感
じ
始
め
た
時
、
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

創
造
目
的
の
意
義
深
さ
に
新
し
い
喜
び
を
見
出
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
最
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
：
自
分
の
手
で
世
話
を
し
、
愛
し
た
豚
で
す
が
、
最
後
は

食
用
に
な
り
、
調
理
さ
れ
、
食
卓
に
上
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
も
ゲ
ス
ト
か
ら
「
美
味
し
い
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
、
豚
も

自
分
も
報
わ
れ
た
、

と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
養
殖
や
養

豚
に
関
わ
ら
な
い

と
分
ら
な
い
喜
び

で
す
。

Ｑ
：
将
来
の
抱
負

を
ど
う
ぞ
。

Ａ
：
五
大
洋
六
大

陸
に
行
く
の
が
夢

で
す
。
南
米
に
は

南
米
の
空
気
感
が

あ
り
ま
す
が
、
地

球
の
各
地
に
独
特

の
魅
力
が
あ
り
、

百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
、
創
造
主

の
心
に
想
い
を
馳

せ
て
み
た
い
で
す
。

Ｑ
：
日
本
の
皆
様

へ
ひ
と
言
ど
う
ぞ
。

Ａ
：
レ
ダ
に
行
き

た
い
と
言
う
人
々

が
増
え
て
い
ま
す
。

文
先
生
の
構
想
を
、

そ
の
現
場
に
来
て
、

感
じ
、
知
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ダ
は
価
値
の
あ
る
場
所
だ
と
実
感
し
ま
す
。
特
に
青
年
た

ち
は
、
レ
ダ
に
興
味
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
来
て
く
だ
さ
い
。

観
察
と
発
見
の
連
続
で
学
ぶ
、
レ
ダ
の
日
々

土
弘
明
憲(

つ
ち
ひ
ろ
あ
き
の
り)

君(

24)

は
、
昨
年
11
月

２
日
か
ら
本
年
10
月
11
日
ま
で
の
ほ
ぼ
１
年
間
、
レ
ダ
基
地

に
お
い
て
、
豚
の
世
話
を
は
じ
め
と
す
る
骨
の
折
れ
る
活
動

に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
端
末
や
電
子
機
器
の
サ

ポ
ー
ト
で
も
多
く
の
人
か
ら
篤
い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
８

月
26
日
よ
り
第
19
回
青
年
奉
仕
隊
に
合
流
。
神
奈
川
県
横
浜

市
生
ま
れ
、
神
奈
川
大
学
工
学
部
電
気
電
子
情
報
工
学
科
卒
。

豚の世話をする土弘君（右）8月14日

青年奉仕隊が来て、はずむ食事と会話。 第19回青年奉仕隊と共に。(最後列赤いシャツ)

加藤君と共に、アキダバンで出発。10月11日 ギターは土弘君、三線は江頭君。9月26日夕食後



レ
ダ
開
拓
二
十
周
年
記
念
式
典
（
１
面
よ
り
続
く
）

日
の
丸
を
背
負
っ
て
頑
張
っ
て
来
た
日
本
人
の
誇
り
を
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
一
世
の
大
き
な

役
目
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
発
起
人
の
一
人
で
も
あ
る
廣
野
良
吉
氏
が
立
た
れ
、

「
世
界
平
和
の
実
現
の
た
め
に
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国
と

の
友
好
な
関
係
を
築
く
た
め
、
レ
ダ
開
拓
の
意
義
は
大
き
い
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
の
徳
野
英
治
会
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
千
葉
市
長
の
熊
谷
俊

人
氏
、
千
葉
市
議
会
議
長
の
岩
井
雅
夫
氏
か
ら
の
祝
電
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
千
葉
市
が
パ
ラ
グ
ア
イ
首
都
ア
ス

ン
シ
オ
ン
市
と
姉
妹
都
市
関
係
を
結
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

式
典
は
進
み
、
現
地
法
人
・
南
北
米
福
地
開
発
財
団
の
共

同
理
事
長
で
あ
る
佐
野
道
准
氏
と
中
田
実
氏
が
レ
ダ
開
拓
の

報
告
。
佐
野
氏
は
、
南
米
産
の
パ
ク
ー
養
殖
の
実
績
、
エ
ビ

養
殖
の
展
望
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊

の
成
果
、
現
地
の
学
校
支
援
活
動
の
実
情
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。
中
田
氏
は
「
50
歳
の
時
、
レ
ダ
開
拓
に
出
発
。
当
時
は

誰
も
住
み
た
く
な
い
と
言
わ
れ
た
場
所
が
、
多
く
の
人
の
犠

牲
と
奉
仕
に
よ
っ
て
、
今
で
は
「
良
き
と
こ
ろ
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
開
拓
の
進
展
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
20
年
の
間
レ
ダ
開
拓
を
力
強
く
支
え
て
く
れ
た

功
労
者
た
ち
に

感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
齋
藤
俊

樹
理
事(

北
日
本

総
支
部
長)

の
音

頭
に
よ
る
万
歳

三
唱
で
、
午
後

５
時
50
分
ご
ろ

第
一
部
を
終
了

し
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇

親
会
は
、
ホ
テ

ル
内
の
会
場
を

変
え
て
午
後
６

時
15
分
頃
か
ら

７
時
半
ま
で
開

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上げ
ます。それが確認でき次第、会員番号を確定し、
ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけく
ださい。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ:https://asd-nsa.com
Facebook:https://www.facebook
.com/ledaproject.jp/

か
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ

立
食
形
式
で
用
意
さ
れ

た
食
事
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
歓
談
し
ま
し
た
。

会
場
の
各
所
か
ら
感
嘆

の
声
や
談
笑
の
声
が
流

れ
、
和
や
か
な
時
間
が

流
れ
て
行
き
ま
し
た
。

懇
親
会
に
参
加
さ
れ

た
方
々
か
ら
は
、
レ
ダ

開
拓
の
労
苦
に
敬
意
を

表
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
こ
れ
か
ら
も
日
本
と

パ
ラ
グ
ア
イ
の
た
め
に

活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
佳
境
に
達
し
、
レ
ダ
開
拓
の
中
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
た
二
人
の
青
年
が
登
壇
。
米
田
義
明
君
は
「
私

は
、
た
く
さ
ん
の
命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

レ
ダ
で
実
感
し
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
」
と
感
想
を
語
り
、

河
野
伊
純
さ
ん
は
「
レ
ダ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
開
拓
さ
れ
た

基
盤
の
上
に
次
世
代
へ
と
バ
ト
ン
が
受
け
継
が
れ
、
絶
え
ず

発
展
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
将
来
に
向
か
い
、
青
年

が
レ
ダ
開
拓
に
努
め
て
い
く
と
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

二
人
の
青
年
の
心
意
気
に
、
会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
に
包
ま
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
「
世
代
交
代
の
時
が
来

た
。
将
来
は
彼
ら
が
い
る
の
で
大
丈
夫
だ
」
と
の
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
行
く
中
、
ア
メ
リ
カ
南

北
米
福
地
開
発
協
会
代
表
の
奈
田
直
宏
氏
が
立
ち
、
米
国
で

の
支
援
活
動
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、
「
水
産
振
興
は
将
来

の
世
界
の
食
糧
問
題
、
健
康
問
題
の
鍵
を
握
る
」
と
締
め
く

く
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
発
声
で
乾
杯
を
主
導
し
ま
し
た
。

最
後
に
当
法
人
の
中
田
欣
宏
代
表
理
事
が
、
こ
の
日
の
記
念

式
典
が
成
功
裏
に
終
了
し
た
こ
と
へ
の
謝
辞
を
述
べ
、
す
べ

て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
伝
統
楽
器
ア
ル
パ
の
演
奏

が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
演
奏

者
は
、
ア
ル
パ
ス
タ
ジ
オ
・
ソ
ン
リ
ー
シ
ャ
の
菅
原
ふ
み
さ

ん
と
栗
林
波
子
さ
ん
で
し
た
。(

文
：
和
田
、
写
真
：
石
川)

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局：
office@asd-nsa.com
へお願いします。

ウスタビガ

功労者たちに感謝状が贈られました。

20周年記念集。お求めは下記の事務局へ。


